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1.2 　単純集計と集計のための再分類・統合

　データ入力が終わったら、この「カード形式」により、最初のデータからチェックす

る。また、「データ」、「フィルター」、「オートフィルター」で、各フィールドのデータを

チェックしてみる。

　つぎに、集計の準備として、単純集計をやってみる。数値だけのデータであれば、

「ツール」、「分析ツール」、「ヒストグラム」でも可能であるが、数値以外のデータの場合

は、一つの簡単な方法として、ピボットテーブルを利用するのもよい。

　特に、重要なのは、後で述べるクロス集計の基準となる項目（フェイスシートの項目）

についてよく考える必要があることである。一つの例として、ある年度の「香川県中小企

業家同友会の景況調査」をとりあげよう。この調査の場合基準となる項目は、「業種」と

「従業員規模」である。はじめに、業種を単純集計してみると、下の表のようになる。

表１．元の業種分類

番号 業種 企業数

1 農林水産業 4 

2 鉱業 0 

3 建設業 67 

4 製造業 50 

5 運輸・通信業 15 

6 卸・小売業 75 

7 飲食店 13 

8 金融・保険業 15 

9 不動産業 7 

10 サービス業 91 

11 その他 7 

99 不明 2 

　 計 346 

　企業数が25以上の場合は、一つの業種として分析する意味があるが、24以下しか企業数

がない場合は「その他」としてまとめることにする（不明も含める）。その結果、「業種区

分」として、建設業をa、製造業をb、卸・小売業をc、サービス業をd、その他をeと変

換する。変換には IF関数を用いる。
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　注意すべき事は、IF関数を用いて、変換した後、値複写（「コピー」、「形式を選択して

貼り付け」、「値」OK）しておくことである。これを行っておくと、以後の計算速度が落

ちないで済む。以上の結果、新しい業種区分による単純集計は以下のようになる。

表2. 新しい業種分類

業種区分 企業数

a 67 

b 50 

c 75 

d 91 

e 63 

総計 346 

　もう一つのクロス集計の基準となる項目は、「従業員数」である。このデータは、人数

をそのまま入力してあるので、規模別分類を決める必要がある。ところで、工業統計で

採用されている従業者規模別は「１～３」、「４～９」、「10～19」、「20～29」、「30～99」、

「100～299」、「300人以上」である。ここで集計しようとしているのは、中小企業が中心で

あり、「１～３」、「４～９」、「10～19」、「20～49」、「50人以上」、「不明」の６区分にして

みることにする。それぞれ、１、２、３、４、５、６と分類してみる。

1.3 　ピボットテーブルによるクロス集計

　リスト内の任意の１つのセルを選択し、

　① 「データ」、「ピボットテーブルとピボットグラフレポート」コマンドを実行する。

　② ウィザードの１ステップ目で、「分析するデータのある場所を選択して下さい」で、

「Excelのリスト/データベース」に指定されていることを確認し、「作成するレポートの種

類を指定して下さい」で、「ピボットテーブル」が選ばれていることを確認し、「次へ」と

する。

　③ ウィザードの２ステップ目で「次へ」とする。

　④ ウィザードの３ステップ目で、「レイアウト」を選ぶと、次のダイアログボックスが

開かれる。

　⑤ この図で、行（R）と書いてある部分が、「行エリア」、列（C）と書いてある部分が「列
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書いていないA列の部分をクリックする（第１表と第２表の項目をみて十分な行数がある

ように配慮する）。

　⑦ 「データ-統合」で、「統合元範囲」に値複写した第１表の業種区分と書いてあるとこ

ろを左上隅として表全体を指定し、「追加」とする。

　⑧ また、「統合元範囲」に値複写した第２表の業種区分と書いてあるところを左上隅と

して表全体を指定し、「追加」とする。

　⑨ 統合の基準で、上端行、左端列の前にチェック印を入れ、「OK」とする。

　⑩ 統合された表の「（空白）」の列を値複写した第１表の「（空白）」の列で入れ替え、

総計の列を計算しなおすと表が完成する。

（３）チェックの仕方

　最初の集計方法で、数字をチェックするため、G列にQ3NOという欄をこしらえ、そこ

に、回答した数字の個数を入れてある。無回答の場合も１と数える。この列の合計を算出

すると、この場合463となり、J13セルの数字と一致するはずである。これをチェックに

使用することができる。

　第２の集計方法では、⑨の段階では、合計がデータ数の２倍になっているであろう。

1.5 　構成比を計算するためのマクロ

　上記の1.3の⑬でのべたように、マクロを作ってみよう。ここでは、マクロの記録機能

を利用する。

　① はじめに、集計した表の一番横長のものの最後の列より1、2列右の列に黄色の色を

つける。

　② 構成比を計算したい最初の表の左上隅をクリックしておく。

　③ ツール－マクロ－新しいマクロの記録とし、ショートカットキーの枠内を「a」とし

てOKする。

　④ 「記録終了ツールバー」が表示されるので、右側の＜相対参照＞ボタンをクリックし

て押し下げる。

　⑤ Ctrl+Shift ↓→ でもとの表を選択する。

　⑥ コピーボタンをクリック、ここで、右方向に移動して黄色の線の右横をクリック。

「貼り付けボタン」をクリックする。

　⑦ Ctrlキーを押しながら→をクリックすると、総計のところまでカーソルが移動する。
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　⑧ Ctrl+Shift ↓とすると、総計の列が全部指定される。

　⑨ 「コピーボタン」を押した後、Ctrlキーを押しながら←をクリックすると、⑥の黄色

の線の右横にもどるので、←を押して黄色の列上にくる。

　⑩ ここで「貼り付けボタン」を押すと、黄色の列に総計の列が貼り付けられる（この

ようなことをするのは、横方向の構成比を計算する場合、100としたい数字の位置が表に

よって異ならないようにするためである）。

　⑪ ⑥のクロス表の数字の記入されている部分の左上隅の処をクリックする。

　⑫ つぎに、「=」を押してから、②の表の数字のある部分の同じ左上隅の数字をクリッ

クし、「/」記号を入力、⑩の総計の一番上の数字をクリック、F4キーを３回押して「$」

記号を英文字の前に付くようにして、Enterキーを押すと構成比の計算が出来る。

　⑬ ↑でもとの位置にもどり、「%ボタン」を押し、「小数点表示桁上げボタン」を1回ク

リックする。表の左上隅にある構成比が１つだけ計算できた。

　⑭ そのあと、「コピーボタン」を押し、Ctrl+Shift ↓→ で表の数値部分全体を指定し、

「貼り付けボタン」を押す。

　⑮ 最後に、「記録終了ボタン」 を押して、マクロ記録を終了する。

　⑯ Ctrl+a を押して、マクロを実行してみる。

２．金利計算

2.1  PMT関数の考え方

　財務関数のうち、金利計算に利用される重要な関数が5つある。それらについて、以下

に利用の仕方を説明しよう。ここではPMT関数を中心に考えることにする。この関数の

引数は、利率、期間、現在価値、将来価値であり、戻り値は定期支払額である。このと

き、注意しなければならないことは、①金額の符号：入金は＋、出金は－の符号が付けら

れる。②利率と期間：利率と期間の時間単位を統一する必要がある。利率が適用される期

間が1年単位であれば、利率も期間も年単位を使うが、利率が適用される期間が月単位で

あれば、利率は12で割算して利用するし、期間も年数の12倍になる。③支払時期：期首払

いの場合は、type=1とするし、期末払いの場合は、type=0である。指定を省略した場合

は、type=0と考えて実行される。PMT（rate,nper,pv,fv,type）



－44－

表３．引数/戻り値の呼び名

引数/戻り値 一般の呼び名 借入/返済 貯蓄 投資 貸付/回収

rate 利率 借入金利 貯蓄金利 利回り 貸付金利

nper 期間 返済回数 貯蓄回数 追加投資回数 回収回数

pmt 定期支払額 定期返済額－ 定期貯蓄額－ 追加投資額－ 定期回収額＋

pv 現在価値 借入額＋ 頭金（元金）－ 初期投資額－ 貸付金－

fv 将来価値 最終返済額・
借入金残高－

貯蓄目標額・
満期額＋ 最終回収額＋ 最終回収額＋

pmt：定期支払額（payment）/rate:利率（interest rate）/nper:期間（number of period）/
pv:現在価値（present value）/fv:将来価値（future value）/type:支払期日

表４．５つの財務関数の関係

関数名 利率 期間 定期支払額 現在価値 将来価値 支払期日 推定値

RATE ● ○ ○ ○ （○） （○） （○）

NPER ○ ● ○ ○ （○） （○）

PMT ○ ○ ● ○ （○） （○）

PV ○ ○ ○ ● （○） （○）

FV ○ ○ ○ ○ ● （○）

注）●は戻り値、○は引数、（○）は省略可能な引数である。

　いま、つぎのような貯蓄を考えてみる。０時点で元金pvを振り込む。毎期末にpmtだけ

定期貯蓄するがその貯蓄回数はnper=nとする。そして、貯蓄の満期額はfvとする。期間

中、貯蓄金利は一定でrate=rとする（図９の最初の図）。

　以上のことを、式に書けば（1）式のようになる。

　pv（1＋r）n+pmt（1＋r）n－1＋pmt（1＋r）n－2＋･･･＋pmt（1＋r）＋pmt＋fv＝０････（1） 

　これを簡単にすると、

　pv（1＋r）n+pmt　１＋（1＋r）＋･･･＋（1＋r）n－2＋（1＋r）n－1　＋fv＝０････（2）
⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭
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　第２項の等比数列の和を求めると、

　pv（1＋r）n＋pmt　　　　　　   ＋fv＝０････（3）

　つぎに、上と同じような貯蓄をするとして、毎期首にpmtだけ定期貯蓄する場合を考え

てみると、つぎの式になる（図９の２番目の図）。

　pv（1＋r）n＋pmt（1＋r）　　　　　　  ＋fv=０････（4）

　これらの２式をまとめると、つぎのようになり、

　pv（1＋r）n＋pmt（1＋r･type）　　　　　　  ＋fv=０････（5）

  

      

     

 

  

      

     

 

   

   

 

 

 図９．財務関数の関連を示す方程式の導出
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